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 とにかく
　 頑張れ！
ファイト～!

      全力で
　がんばります！

さ
あ 

ラ
ス
ト
ス
パ
〜
ト 

！

勝
利
に
向
か
っ
て

♣
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
あ
い
さ
つ
回
り

　
　
小
野
よ
し
み
は
駆
け
巡
っ
て
き
た
！

　
♣
こ
の
頑
張
り
に
我
等
も
応
え
ね
ば　

　
　
　
な
ら
な
い
！

　
　
♣
支
援
組
織
も
な
い
厳
し
い
闘
い
を

　
　
　
　
み
ん
な
で
積
み
上
げ
て
き
た
！

　
　
　
♣
勝
利
を
つ
か
む
ま
で
あ
と
一
歩

　
　
　
　
　
奮
闘
を
お
願
い
し
た
い
！

　
　
　
　
♣
大
分
県
議
会
に
社
民
党
の

　
　
　
　
　
　
女
性
議
員
を
！

　
　
　
　
　
　
　
♣
投
票
箱
が
締
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
！　
　
　
　

小野よしみさん
の

   当選にむけて
後援会のみなさ

ん！

  党員のみなさ
ん！

    よろしく
   お願いします

！

福島瑞穂社民党党首 

村山元首相に激励される小野よしみ候補

大軍拡・大増税に反対する大分県民集会
　
三
月
十
二
日
、
大
分
駅
前
広
場
に
て
平
和

を
守
る
オ
ー
ル
大
分
主
催
の
大
軍
拡
・
大
増

税
に
反
対
す
る
大
分
県
民
集
会
が
開
催
さ
れ

社
民
党
大
分
総
支
部
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　
神
戸
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
共

産
党
代
表
あ
い
さ
つ
、
社
民
党
か
ら
は
久
原

代
表
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
後

七
つ
の
団
体
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
と
続
き
ま
し

た
。
敷
戸
弾
薬
庫
問
題
を
訴
え
る
声
が
駅
前

に
大
き
く
響
き
渡
り
ま
し
た
。

 

♬
平
和
憲
法
を
守
ろ
う 

を
全
員
合
唱
し
て

街
中
を
デ
モ
行
進
し
散
会
し
ま
し
た
。

　３月 3日、白寿を迎えられ
た我等がトンちゃん（村山元
総理大臣に対して大変失礼な
言い方だと重々承知してはい
ますが…）のお祝いにお伺い
しました。
　玄関に飾られている人形と
由利（二女）さんに迎えて頂
き村山さんと握手！少しだけ
耳が遠くなられた感じはしましたが、握力はまだ
まだ凄い！穏やかな天気のときは自宅の回りを由
　　　　　　利さんと散歩をするそうです。　　　
　　　　　　　四月の県議選で社民党の議席を目
　　　　　　指して戦う小野よしみ候補の勝利に
　　　　　　向けて励ましの言葉も頂きました。
　　　　　　　来年は百寿！そして歴代首相の長
　　　　　　寿（東久邇宮稔彦 102 歳）を超えて
日本一になれるのでは！お会いしてそんな気がし
ています。先ずは白寿にみんなで乾杯！教宣部 片山
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党員・党友 登場！

　いよいよ投票日まで数日となりました。
昨年 9月 1日に、大分合同新聞に立候補
予定が発表されてから、あっという間で
した。全く無名の新人です。
　少子高齢社会に突き進む、今の社会の
あり方をなんとかせねば、地方から変革していくこと
が、今！最も重要であると、毎日、頑張っています。
　岸田政権は、完全にアメリカに追随し、言われるが
ままに軍拡路線を押し進めています。コロナ禍により、
またウクライナ戦争により私たちの日常は頻拍した状
況が続いているにもかかわらず、私たちの暮らしが温
まる政策をしてきませんでした。
　また過去最低の出生者数となったことに対して、異
次元の少子化対策を進めると言うわりには、具体的な
ものは何ひとつありません。国の悪政に対し、自治体
選挙は関係ないかのように思ってしまいがちですが、
地方自治の確立により地方自治体が変革することで少
子化に対して歯止めをかけることは沢山あります。
　今、国民の税と社会保障の負担率が五公五民といわ
れ江戸時代ならば一揆が起きてもおかしくない状況で
す。３.5%の人が本気で動けば社会を変えられると言
われています。この数ヶ月間、皆さんのお力で戦える
　　　　　　体制をつくっていただきました。残され
　　　　　　た日々、精一杯頑張って参ります。どう
　　　　　　ぞ最後まで小野よしみにお力をお貸し戴
　　　　　　きますようよろしくお願いいたします。

必ずや社民党１議席を !
。
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大
分
県
議
選 

立
候
補
予
定
者

小
野
よ
し
み
様

　
寒
い
日
々
が
つ
づ
く
中
、
連
日
の
ご

健
闘
、
ご
活
躍
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　
社
会
新
報
大
分
県
連
合
版
に
小
野
様

の
立
候
補
予
定
の
意
思
を
知
り
ま
し
た

小
野
様
が
、
弱
肉
強
食
の
新
自
由
主
義

に
抗
し
、
労
働
者
や
市
民
が
、
平
和
で

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
取
り
戻
せ
ん
と

す
る
政
治
活
動
に
邁
進
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
拝
察
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
選

挙
戦
に
臨
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。　

　
ご
子
息
の
努
さ
ま
の
文
章
を
拝
読
し

在
り
し
日
の
博
文
様
の
お
姿
を
し
の
び

胸
が
熱
く
な
る
思
い
が
い
た
し
ま
し
た

　
私
た
ち
、
労
働
者
や
市
民
は
、
資
本

家
や
一
部
の
有
力
者
に
比
し
、
圧
倒
的

多
数
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
考
え
る

情
報
や
時
間
を
奪
わ
れ
、
わ
ず
か
な
意

見
相
違
の
た
め
大
同
団
結
で
き
な
い
現

状
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
小
野
様
と
皆
様
の
ご
活
躍
が

　
　
　
　
　
声
を
上
げ
ら
れ
な
い
人
々

　
　
　
　
　
の
声
と
な
り
、
禍
て
る
国

　
　
　
　
　
政
の
下
請
け
で
は
な
い
、

　
　
　
　
　
県
民
目
線
の
県
政
を
打
ち

　
　
　
　
　
立
て
る
確
か
な
力
と
な
り

　
　
　
　
　
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
願
っ

　
　
　
　
　
て
や
み
ま
せ
ん
。
必
勝
！                               

。

選挙車両長で頑張ってくれた
故 岡部日出人さん

。

社
会
新
報
読
者 

久
米 

行
則
様
よ
り

戴
き
ま
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

。、

大分県知事選 安達 澄氏 支援を決定

　小ぶりのメザシ三匹に沢庵、それに
ご飯と味噌汁。時の社会党委員長成田
知巳さんが奥様と囲んでいる食事の風
景。当時、私は高校生、衝撃だった！
自分の家の食卓と何ら変わらないでは
ないか。この光景が具体的に社会党を
意識した出来ごとであり、近所で兄弟
同然に育った７歳年上の吉留良三が勧
めた「社会新報」と「まなぶ」を手に
したきっかけだった。
　時３月、この頃の丸座卓には、庭先の雑地で採った木の芽
や路傍の菜の花、水タンク下のユキノシタが天ぷらになって
一つの大皿に山なりに盛ってあり、芋飯と食う。出稼ぎの父
に農業の傍ら土木作業をして子を育ててくれた母の下、５人
姉弟の旺盛な三男坊の空腹はこれで十分に満たされる。我が
家にお金はなく日暮しの貧乏ではあったが、食うに困り空腹
を覚えた記憶はない。精神的には豊かだったと思う。この時
に「貧乏」と「貧困」の違いを無意識に自覚していたかもし
れない。
　齢 65にして、社民党に入党させていただいた。働くひと、
子育て中のひと、障がいのあるひと、老年者…、様々な立場                        
　　　　　　　　　のひとこそが世の光であり、公平感のあ
　　　　　　　　　る豊かな社会であってほしいと願う。
　　　　　　　　　　吉留良三、彼は社民党公認のいちき串
　　　　　　　　　木野市議会議員、今般の入党も彼の勧め
　　　　　　　　　でもある。

社民党大分県連合 野津支部　
　　　　　　　　　　長野　裕二

党 員 ・ 党 友 紹 介

安達 澄 氏

　
四
月
に
行
わ
れ
る
大
分
県
知
事

選
挙
に
「
安
達 

澄
氏
」「
佐
藤
樹

一
郎
氏
」が
立
候
補
を
表
明
。自
民
・

公
明
が
佐
藤
氏
を
推
薦
す
る
な
か

県
連
合
は
保
留
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
立
憲
民
主
・
国
民
・
自
治
労
県

本
部
・
連
合
大
分
は
、
党
員
・
組

合
員
の
自
主
投
票
と
し
た
。

　
県
連
合
は
三
月
一
日
、
拡
大
常

任
幹
事
会
を
開
催
し
県
議
選
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
市
民
団
体
が
両
氏
に
求
め
た
公

開
質
問
状
に
対
し
て
の
回
答
で
は
、

私
た
ち
が
め
ざ
す
反
戦•

反
核•

護

憲
の
運
動
を
考
え
る
と
、
安
達
氏

を
支
援
す
べ
き
と
す
る
意
見
が
多

く
、
自
主
投
票
と
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
が
最
終
的
に
は
三
役
一
任

と
し
ま
し
た
。

　
八
日
の
三
役
会
議
で
は
、
幹
事

会
で
の
多
数
意
見
を
尊
重
し
、
安

達
澄
氏
を
支
援
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

 

J
P
労
組
（
連
合
加
盟
）
は
自
主

　

 

投
票
で
す
が
、
J
P
労
組
退
職
者   

　

 

大
分
県
連
協
は
、
安
達
澄
氏
を
勝

　

 

手
に
応
援
す
る
と
決
定
し
た
そ
う

　

 

で
す
。

県
連
合
幹
事
長　

馬
場　

徳
明

久
米　

行
則

※

♦♦♦♦♦♦♦♦ ♦♦♦♦♦♦♦♦


